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第1条受託者（ 「以下乙」という。 ）は別添中堀・小保川排水樋管操作要領に

基づき頭書の業務委託料（単価）を以て頭書の委託業務（以下「業務」とい

う。 ）を行わなければならない。

（目 的）

第2条乙は中堀・小保川排水樋管操作要領に基づき中堀・小保川排水樋管を操

作し、八間堀川の洪水等の雑排水路への逆流を防止することを目的とする｡‘

（権利義務の譲渡等）

第3条乙は、この契約により生ずる権利、若しくは義務を第三者に譲渡し、

または承継させてはならない。
． ： i' ･ . ' 、

ただし､委託者（以下「甲」という。 ）の書面による承諾を得た場合は、

この限りでない。

（代理者の選任）

第4条乙は、相当の理由のある場合には、別途甲の承諾を得て乙の選任する

者（以下「代表者」という。 ）に、この契約の全部または一部を履行させる

ことが出来る6

この場合の代理人は、複数によることを妨げない。

2甲ほ前項の代違人繰塞の履行上不適当であると認めるときは､乙に対
してそめ甑を函示し､そめ塗童を表ある=とが出来る。
（契約以外の行為の禁止）

第5条甲は乙に対してこの契約以外の行為を行わせてはならない。

（損害賠償）
〆、 ． ．￥．

第6条業務の実施によって生じた障害(第三者に及ぼした損害を含むQ)は、
甲が負担する｡

ただし、その損害の発生が、乙又は第4条に定めた代理人の貴に帰する理

由による場合は、乙又は、代理人の負担とする。
（油脂の給付）

第7条甲は、この契約を履行するために必要な油脂を、乙に無償で給付しな

ければならない。

2 乙は、給付品を善良な管理者の注意義務を以て保管し、取り扱わなけれ

ばならない。

3 乙の故意によって給付品を減じた場合は、乙は、甲の指定した期間内に

その損害を賠償しなければならない。

4給付品の精算は委託期間最終日に行うものとする。

（報告書の提出）

第8条乙は､中堀・小保川排水樋管操作要領第8条に基づく日報を作成し、 1

業務委託契約書
Ｉ

Ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

1委託業務の名称 中堀。小保川排水樋管の操作（点検整備を含む）
●

2契約期限 自平成27年4月 1日

至平成28年3月31日
ｰ

〈 I

3 ，契約金額 金 円也 別紙内訳書第1号のとおり
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4実 施 地 常総市新石下地先

（八間堀川右岸）
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苣贋痘翰星麓曇約熟毎患,鏡”
実にこれを履行するものとする。

この契約の証として、本書2通を作り、当事者記名捺印のうえ、各自1通を

／

保有する。
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ヶ月分をまとめて、翌月の2日までに甲に提出しなければならない。

2 乙は、洪水時に樋管を操作したときは、当該洪水の終了後に、その経過

を遅滞なく甲に通告しなければならない。

3 乙は､樋管の維持並びに危険防止のため､特に必要と認められるときは、

遅滞なく甲に通告しなければならない。

（委託料の支払）

第9条乙は、第8条の規定に基づき契約期間終了後、甲に対し委託料の支払

を請求するものとする｡

2甲は、前項の請求書を受理したときは、 30日以内に業務委託料を支払

わなければならない｡ ､

（契約の解除) ；

第10条甲は､この不正または不識実な行為等は、やむを得ない理由がある

ときは、この契約を解除することができる6－ ＞ #皇、 § 〃

2 甲は､樋管の廃止等によってこの契約を継続することが不避襄となった
場合は､あらかじめ乙に申し出て、この契約を解除すること承できる。

3 乙は､疾病その他の理由によって､二の鋤を継減ることが困難であ
ると認められるときは､あらかじめその旨を甲に申し出なければならない。

（契約の変更） : j ~"
第,'条どの契約の内容を変更する必要が生じたときは､甲､乙競篭して定
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（その他）§

第12条・この契約書の内容に疑義を生じた場合又は、この契約に規定されて
いない事項、若しくは､この契約によることが出来ない事由が発生した場合

は、その都度、甲、乙協議して定めるものとする。
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（点検及び整備）

第7条樋管を操作するために必要な機械器具については、 6月から10月は

毎月2回、その他の時期においては、毎月1回点検及び整備を行い、これら

を常に良好な状態に保つものとする。

（操作の目的) ， ・

第1条樋管の操作は八間堀川の洪水が雑排水路への逆流を防止する
ことを目的とする。、

金の

（日報等）

第8条樋管の操作及び点検整備を行ったときは、 日報及び月報を作成するも

のとする。

岳竿
ヂ
マ

（洪水時における操作の方法）

第2条洪水時における操作は、樋管直上下流の水位標によって、次により行
うものとする｡

(')八間堀川から雑誹水路への逆流が始まるまでの闇I蝿管のゲrﾄを全開
にしておくこと。

（2）人間堀川から雑排水路への逆流が始まる時点で礎管のゲテトを全閉する
己 ” ？『”" ｣、 &: "…〃≦ 〆:〃ﾆﾄ「 下？■~ ■こと｡:

(3)樋管のゲｰﾄを全閉している時に､樋誉の直鋤の永位溌直下流の永極
より高くなづたときには､速やかにゲｰﾄを開くこと｡
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第9条前条の日報及び月報は1ヶ月毎に取りまとめ、常総市長に報告するも
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， （平常時における操作の方法）
第3条平常時にお頂ては､ゲートを全開にして諸くものとする。

一

(操作に関する記録） ：

第4条樋書を操作じたときは､次に掲げる事項を記録しておくものとする。
(')操作の開始､終了の年月日及び職I。
（2）天候､水位、及び流量の状況。

(3)ｹｰﾄの名職及び南鹿
(4)その他参考となるべき事項。
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